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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、文章の書き手が表明している心的態度や真偽判断、価

値判断などの情報(事象のモダリティ)を解析するために必要となる言語資源を構築することであ

る。本研究では、モダリティタグ付与コーパスの体系を洗練し、特に否定表現に関して言語資源

を構築した。主な研究成果は、約 4 万事象のモダリティコーパスの公開、約 1,800 の否定文に対

する否定の焦点コーパスの構築、そして、精度 80%の焦点解析システムの実装である。	
 

	
 
研究成果の概要（英文）：I have constructed language resources and tools for Japanese modality 
analysis. They include the following three main components: (1) a corpus of 41,799 events 
with extended modality tags, which are extracted from the latest version of “Balanced Corpus 
of Contemporary Written Japanese”, (2) a corpus of 1,785 pairs of negation triggers and their 
foci, and, (3) a detector of the focus of a negation trigger in Japanese, which achieved accuracy 
of 80 % in the domain of posted reviews about hotel service. 
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研究分野：総合領域	
 

科研費の分科・細目：情報学・知能情報学	
 

キーワード：自然言語処理、モダリティ解析、言語学、言語資源、機能表現	
 

	
 
１．研究開始当初の背景	
 
	
 自然言語処理の分野において、文章を解析
するための技術は古くから研究されており、
これまでに様々な解析ツールが開発されて
きた。例えば、形態素解析器や構文解析器は、
その最も基礎的なものであり、現在、誰もが
自由に利用することができるこれらの解析
器が存在する。近年、テキストに存在する動
詞や形容詞などの述語に対してその項構造
を特定する技術、すなわち、「誰がいつどこ
で何をするのか」という事象を認識する技術
が盛んに研究されており、英語においても日
本語においてもその解析ツールが公開され、

その利用を前提とした研究を進めることが
可能になってきた。	
 
	
 テキスト解析の流れにおいて、この述語項
構造解析の後には、そこで特定された事象に
対して文章の書き手が表明している心的態
度や真偽判断、価値判断などの情報(事象の
モダリティ)を解析するのが自然である。例
えば、次の例文の下線の事象に対して、その
直下に示すような解析結果を出力すること
ができれば、テキスト理解や高度な情報検
索・情報抽出などの応用に直接役立てること
ができる。	
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(1) 彼が薦めていたら商品 A を購入したの

に。	
 
解析結果:	
 “叙述,不成立,後悔”	
 

(2) 商品 Aを買うつもりだ。	
 
解析結果:	
 “意志,高確率で成立,肯定
的価値”	
 

(3) お金無いけど、商品 Aを買いたいなあ	
 
解析結果:	
 “欲求,成立可能性不明,肯
定的価値”	
 

	
 
	
 しかしながら、現在のところ、この事象の
モダリティを高い精度で解析するシステム
は英語においても日本語においても提案さ
れていない。先行研究としては、このような
モダリティをマークアップする手法や、その
一部の情報を解析する手法が提案されてい
るのみである。	
 
	
 ブログに代表される個人型情報発信メデ
ィアの爆発的な普及に伴い、膨大なテキスト
情報が Web 上に加速度的に蓄積されつつある。
これらの情報を目的に合わせてうまく整理
し、そこから有益なデータを得るためには、
記述される個々の事象に対して、「誰がいつ
どこで何をするのか」のみを認識するだけで
はなく、前述のモダリティの情報も解析し、
総合的に分析を行う必要がある。このような
情報は、対象としている事象が実際に成立し
た事実であるのか、それとも、成立しなかっ
たことであるのか、もしくは、書き手がその
成立を望んでいるだけであるのか等を情報
の受け手に伝える重要な役目を担っている。	
 
	
 
２．研究の目的	
 
本研究の目的は、文章の書き手が表明して

いる心的態度や真偽判断、価値判断などの情
報(事象のモダリティ)を解析するために必
要となる言語資源を構築し、実際にこの解析
システムを実装することである。前章の例に
て示した解析結果を出力することにより、テ
キスト理解や高度な情報検索・情報抽出に役
立てることを目指す。具体的には、以下の 3
点を研究の中心とする。	
 
	
 
(1) モダリティ解析のための言語資源構築。	
 

言語学的観点から事象のモダリティ解
析に必要な言語資源について検討し、実
際にこれらの言語資源を構築する。	
 

(2) コーパス構築。	
 
テキストに存在する事象に対してモダ
リティのラベルを付与するとともに、上
記の言語資源を利用し、これらのラベル
推定に有用な情報をマークアップする。	
 

(3) 解析システム実装。	
 
上記の言語資源とコーパスを利用し、モ
ダリティ解析システムを構築する。	
 

	
 

３．研究の方法	
 
	
 本研究では、次の 3点を中心に研究を行い、
文章の書き手が表明している心的態度や真
偽判断、価値判断などの情報を高い精度で解
析するシステムを実現することを目指した。	
 
	
 
(1) モダリティ解析のための言語資源構築	
 
(2) コーパス構築	
 
(3) 解析システム実装	
 
	
 
(1)	
 モダリティ解析のための言語資源構築	
 
①	
 言語資源に関する調査	
 
	
 文に存在する述語のモダリティを決定す
る語句にどのようなものがあるか、言語学の
先行研究を調査した。具体的には、モダリテ
ィや談話に関する言語学の文献を収集し、こ
れらの語句について整理した。	
 
	
 
(2) コーパス構築	
 
①	
 既存のコーパスの洗練	
 
	
 これまでに構築した拡張モダリティタグ
付与コーパスのタグを見直した。具体的には、
先行研究を参考にし、モダリティタグを付与
する事象の細分類を行った。加えて、事象性
に関して新しいラベルを導入した。	
 
	
 既存のコーパスは、2009 年版の「現代日本
語書き言葉均衡コーパス」(BCCWJ)を元に設
計されていたため、最新版の BCCWJ とは互換
性がなかった。この対応を取るため、最新版
のデータ形式を解析し、ここにモダリティタ
グを追加することができるツールを実装し
た。	
 
	
 
(1)	
 モダリティ解析のための言語資源構築	
 
②	
 否定要素に関する調査	
 
	
 上記の調査により、文に存在する述語のモ
ダリティを決定する語句のうち、真偽判断と
価値判断の決定に最も重要であるのは、否定
要素であることが分かった。それゆえ、否定
要素に関して、言語学の先行研究を詳しく調
査した。具体的には、否定辞の種類、否定の
スコープ、否定の焦点に関する言語学の文献
を収集し、これらの言語現象について整理し
た。同時に、自然言語処理の分野において、
否定とそのスコープ・焦点がどのように自動
検出されているか調査した。	
 
	
 
(2) コーパス構築	
 
②	
 否定の焦点コーパスの構築	
 
	
 日本語における否定の焦点のコーパスを
設計し、実際にコーパス構築作業を行った。
具体的には、構築した言語資源に基づき、検
出する否定要素を定義した。そして、その否
定要素が文内に持つ焦点を人手でマークア
ップした。マークアップするにあたり、最適
な XML フォーマットを設計した。コーパスに
は、否定の焦点の情報だけでなく、焦点とな



 

 

る項の種類や意味分類などの有益な情報も
同時に付与した。	
 
	
 
(3) 解析システム実装	
 
①	
 否定の焦点解析システムの実装	
 
	
 上記の言語資源とコーパスを利用し、日本
語の否定の焦点を解析するシステムを構築
した。具体的には、コーパス内の事例を観察
することにより、否定の焦点に関する特徴的
なパターンを特定し、これらをデータベース
に集積した。解析時には、手がかり語句に関
する言語資源と、このパターンデータベース
を利用して、否定の焦点を解析する。	
 
	
 
②	
 システムの評価	
 
	
 構築したコーパスを用いて、否定の焦点解
析システムを評価した。具体的には、宿泊施
設のレビューデータと新聞データの 2種類を
利用して、それぞれシステムの正解率を測定
した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 本研究の遂行により、日本語モダリティを
解析するために必要となる基盤言語資源を
構築できたのではないかと思われる。特に、
本研究の主な成果である、前章の(2)の①と
②で整備したコーパスは、自然言語処理での
利用を考慮した設計を採用しており、モダリ
ティ解析システム構築時の学習データとし
て役立つだけではなく、この種の情報ラベル
を文章に付与する時の標準規格としての性
格を有していると思われる。	
 
	
 近年、英語においては、モダリティや否定
のスコープ・焦点に関する大規模なコーパス
が構築され、公開されるようになった。一方、
日本語においては、このようなコーパスは存
在しなかった。本研究で構築したコーパスや
解析システムは、日本語を対象とした意味処
理技術の発展のために利用することができ、
これらの言語資源をコミュニティで共有で
きることは、大きな意義があると考える。	
 
	
 今後の展望としては、実装した解析システ
ムを実際の意味処理タスクに応用すること
が考えられる。応用の観点から、解析システ
ムの評価をすることが必要であると思われ
る。1 つのモダリティに複数の語句が関連し
ている場合、その相互作用についてはまだう
まく体系化できていない。本研究の延長とし
て、コーパス内の事例を観察することにより、
この相互作用に関する言語資源を構築する
ことが考えられる。これに関する研究は今後
の課題としたい。	
 
	
 本研究の具体的な研究成果を以下に列挙
する。	
 
	
 
(1) モダリティ解析のための言語資源構築	
 
①	
 言語資源に関する調査	
 

	
 文に存在する述語のモダリティを決定す
る語句にどのようなものがあるか、言語学お
よび日本語教育学における関連研究の文献
を広く収集することにより調査した。この調
査の結果、副詞や機能語、複合辞に代表され
る明らかな手がかり語に加え、動詞や形容詞
などの用言が語彙的な知識としてモダリテ
ィの決定に大きく寄与することが再認識さ
れた。モダリティ解析のための言語資源を構
築する際には、動詞や形容詞などの用言の意
味分類を考慮し、これらの体系をうまく取り
込む必要があるという重要な知見が得られ
た。	
 
	
 
②	
 否定要素に関する調査	
 
	
 「ない」や「ず」、「不」に代表される否定
要素に関して、言語学の先行研究を詳しく調
査した。次のように、否定辞や、内容語であ
っても否定要素として働く語句などを体系
的に集積した。	
 
	
 
	
 助動詞:	
 「ない」、「ず」	
 
	
 接尾辞:	
 「ない」	
 
	
 接頭辞:	
 「非」、「不」、「無」、「未」、「反」、	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「異」	
 
	
 形容詞:	
 「無い」	
 
	
 名詞:	
 「無し」	
 
	
 否定を表す複合辞:	
 「のではない」、「わけ	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 ではない」、「わけにはいかない」など	
 
	
 
	
 さらに、否定のスコープと否定の焦点に関
する言語学の文献を収集し、これらの言語現
象について整理した。自然言語処理の分野に
おける先行研究も調査し、英語においては否
定の言語現象に関する言語資源や解析ツー
ルの整備が進んでいるが、日本語においては
そのようなものがほとんど利用可能でない
ことが分かった。	
 
	
 
(2) コーパス構築	
 
①	
 既存のコーパスの洗練	
 
	
 これまでに構築した拡張モダリティタグ
付与コーパスを見直した。含意認識のタスク
においては、文章に存在するすべての事象を
認識することが重要となる。既存の体系では、
ある語句が事象の述語であるかどうかは、確
定的に定めていた。「事象可能」というクラ
スを用意することにより、柔軟に事象認識で
きるよう、ラベル体系を改めた。この体系に
従い、上記のコーパスの一部に、新しい事象
ラベルを人手で付与した。	
 
	
 既存のコーパスは、2009 年版の「現代日本
語書き言葉均衡コーパス」(BCCWJ)を元に設
計されていたため、最新版の BCCWJ とは互換
性がなかった。この対応を取るため、最新版
のデータ形式を解析し、ここにモダリティタ
グを追加することができるツールを実装し



 

 

た。そして、モダリティタグの情報を差分デ
ータとして、ツールとともに Web 上で一般公
開した。公開したコーパスには、約 4万の事
象が収録されている。	
 
	
 
②	
 否定の焦点コーパスの構築	
 
	
 日本語における否定の焦点のコーパスを
設計した。以下のような、ラベル付与の体系
を独自に定義した。	
 
	
 
[否定要素]	
 
	
 表層文字列:	
 文に出現した否定要素の表	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 層文字列	
 
	
 形態素 ID:	
 否定要素の形態素の ID	
 
	
 品詞:	
 助動詞、接尾辞、接頭辞、形容詞、	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 名詞、否定複合辞のいずれか	
 
	
 最終更新日:	
 更新日の情報	
 
	
 
[否定の焦点]	
 
	
 代表表層文字列:	
 焦点の表層文字列。ただ	
 
	
 	
 	
 	
 	
 し、代表形態素のみを記述	
 
	
 代表形態素 ID:	
 焦点の代表形態素の ID	
 
	
 項・節の種類:	
 ガ格、ヲ格、デ格、副詞、	
 
	
 	
 	
 	
 	
 ノの項、ナの項、テ節、ト節など、焦	
 
	
 	
 	
 	
 	
 点の統語的分類	
 
	
 とりたて詞の有無:	
 「しか」や、数量語に	
 
	
 	
 	
 	
 	
 付く「も」が存在するかの情報	
 
	
 意味分類:	
 制限-時間、制限-場所、制限-	
 
	
 	
 	
 	
 	
 対象、付加-連用修飾、付加-連体修飾、	
 
	
 	
 	
 	
 	
 付加-アスペクトなど、意味解釈に基づ	
 
	
 	
 	
 	
 	
 いた、否定されている語句の分類	
 
	
 判断の根拠:	
 その箇所を焦点であると判	
 
	
 	
 	
 	
 	
 断するに至った根拠。自由記述	
 
	
 手がかり語句:	
 文章中に存在する、焦点判	
 
	
 	
 	
 	
 	
 断の手がかりとなった語句	
 
	
 
	
 「楽天トラベル:	
 レビューデータ」の 5,178
文と、BCCWJ の新聞 5,582 文に対して、上記
の体系に従い、XML フォーマットを用いて否
定要素とその焦点となる形態素にラベルを
付けた。このコーパスも差分データとして、
関連ツールとともに Web 上で一般公開する予
定である。	
 
	
 
(3) 解析システム実装	
 
①	
 否定の焦点解析システムの実装	
 
	
 構築した言語資源とコーパスを利用し、日
本語の否定の焦点を解析するシステムを構
築した。コーパス内の事例を観察することに
より、否定の焦点に関する特徴的なパターン
を特定し、これらをデータベースに集積した。	
 
これらのパターンを 16 種類の規則集合に整
理し、それらの間に優先順位を設定した。作
成した焦点解析システムは、文の構文解析結
果を入力として受け取り、上記の優先順位に
従って、文中の手がかり語句とこれらの規則
集合を用いて、文章に存在する否定の焦点を

解析する。	
 
	
 
②	
 システムの評価	
 
	
 構築したコーパスを用いて、否定の焦点解
析システムを評価した。クローズドテストの
データを用いて、パラメーターを調節した。
クローズドテストでは、提案システムは、約
86%の正解率を達成した。オープンテストで
は、「楽天トラベル:	
 レビューデータ」と
BCCWJ の新聞において、それぞれ約 73%と約
80%の正解率を達成した。日本語における焦
点解析システムの先駆的研究として、これは
高い精度であると思われる。今後は、広い範
囲の文脈情報を参照することにより、焦点解
析の精度を向上させることが課題である。コ
ーパスにラベル付けした、項・節の種類や意
味分類の情報などをうまく活用することも、
さらなる精度向上につながると思われる。	
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